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【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　水面を覆い尽くすほどに咲き誇る中尊寺ハス。平泉町の中尊寺で 800 年の時と空間を超えて咲いたハスが阿津賀志
山防塁下二重堀を望むこの地に株分けされました。奥州合戦が繰り広げられ、この地で咲く中尊寺ハスに古代のロマン
を感じてみませんか。

藤田保育所の子どもたちが町
デイサービスセンターのおじ
いちゃん、おばあちゃんへ歌
を発表しました。歌のお礼に
おじいちゃん、おばあちゃん
たちからは折り紙で作った金
魚がプレゼントされ、楽しい
交流会となりました。

中尊寺ハス（所在地：国見町大字西大枝字原前道下地内）

『国見のたからもの』№ 14

4000 日達成

県
交
通
対
策
協
議
会
長

　
　
　
　
　
よ
り
表
彰

　

国
見
町
は
、
6
月
1
日
午
前

0
時
に
「
交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ

4
千
日
」
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

6
月
3
日
に
は
４
千
日
達
成

を
受
け
て
、
県
交
通
対
策
協
議

会
長
表
彰
伝
達
式
が
国
見
町
役

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。式
で
は
、

県
北
地
方
交
通
対
策
協
議
会
長

の
清
野
隆
彦
県
北
地
方
振
興
局

長
よ
り
町
交
通
対
策
協
議
会
長

の
太
田
久
雄
町
長
へ
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
清
野
局
長

か
ら
は
「
交
通
の
大
動
脈
で
あ

る
国
道
4
号
が
通
り
、
復
旧
復

興
作
業
に
伴
い
交
通
量
が
増
加

し
て
い
る
な
か
、
４
千
日
と
い

う
記
録
を
達
成
し
た
こ
と
は
、

関
係
者
の
皆
様
の
努
力
の
成
果

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
記
録
が
さ

ら
に
続
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
」
と
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

太
田
町
長
は
「
国
道
を
通
る
み

な
さ
ん
と
交
通
安
全
関
係
団
体

の
み
な
さ
ん
の
ご
尽
力
の
お
か

げ
で
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

４
千
日
達
成
は
、
県
内
で
は

葛
尾
村
に
続
い
て
2
番
目
に
長

い
記
録
で
す
。
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国
見
町
消
防
団
は
、
6
月
14

日
、
藤
田
商
店
街
と
国
見
小
学

校
校
庭
で
観
閲
式
及
び
定
期
点

検
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
藤
田
商
店
街
に
整

列
し
た
消
防
団
員
を
前
に
、
統

監
の
太
田
久
雄
町
長
ら
が
車
上

か
ら
観
閲
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
国
見
小
学

校
校
庭
に
移
し
、
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
員
を
加
え
、
開
会
式
及
び

消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
に
対
す
る
各
種
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
通
常
点
検
や
機
械

器
具
点
検
、
小
隊
訓
練
、
ポ
ン

プ
操
法
な
ど
が
行
わ
れ
、
団
員

は
規
律
正
し
い
迅
速
な
動
き
で

訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。
閉
会
式
で
は
清
野
隆
彦
県

北
地
方
振
興
局
長
を
は
じ
め
来

賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
鈴
木
耕
治
団
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
定
期
点
検
が
終
了
し
ま

し
た
。 平成 27 年度

国見町消防団
定期点検

    

定
期
点
検
表
彰
受
賞
者
　（
敬
称
略
）

○
福
島
県
消
防
表
彰

・
精
勤
章
＝
佐
藤
博
之

・
永
年
勤
続
章
＝
寺
島
正
男
、
寺
島
和
司
、
渡　
　

　

辺
勝
弘
、
渡
邊
正
巳
、
安
藤
恵
子
、
阿
部
春　

　

男
○
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

・
勤
続
章
＝
佐
藤
博
之
、
菅
野　

一

○
福
島
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

・
功
績
章
＝
佐
藤
博
之

・
精
勤
章
＝
鈴
木
正
則
、
佐
久
間
清
市
、
佐
藤

　

節
夫
、
渡
邊
正
巳

・
退
職
団
員
感
謝
状
＝
穗
苅
榮
治
、
佐
藤
浩
信
、

  

佐
藤
一
也
、
紺
野
良
一
、
近
野
富
次
、
齋
藤 

  

由
吉
、
阿
部
春
男
、
髙
橋
光
男
、
佐
久
間
隆
、

  

蓬
田
祐
市

○
消
防
協
会
伊
達
支
部
定
例
表
彰

・
功
績
章
＝
遠
藤
豊
和
、佐
藤
　
浩
、高
野
正
喜
、

  

菊
地
　
隆
、
松
浦
祐
一

・
精
勤
章
＝
鈴
木
秀
雄
、後
藤
克
利
、高
橋
忠
好
、

  

佐
藤
政
浩
、
佐
藤
　
智
、
赤
坂
正
行
、
中
山

  

宗
隆
、
佐
藤
　
忠
、
佐
藤
正
史

○
町
長
、
消
防
団
長
連
名
感
謝
状

・
退
職
団
員
感
謝
状
＝
穗
苅
榮
治
、
佐
藤
浩
信
、

  

佐
藤
一
也
、
紺
野
良
一
、
近
野
富
次
、
齋
藤

  

由
吉
、
阿
部
春
男
、
髙
橋
光
男
、
佐
久
間
隆
、

  

蓬
田
祐
市

○
国
見
町
消
防
団
長
表
彰

・
優
良
消
防
団
員
＝
志
村
浩
雄
、
佐
藤
和
哉
、

  

齋
藤
一
明
、
秋
元
正
和
、
鈴
木
政
人
、
後
藤

  

勝
之
、武
田
義
信
、佐
久
間
克
則
、服
部
利
彦
、

  

松
浦
政
浩
、
鈴
木　

勉
、
佐
藤
康
広
、
渋
谷

  

憲
道
、
菊
池
美
喜
雄

郷土そして大切な人を

　　　　　　　守るために
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いらっしゃいませ～国見町の新鮮野菜をたくさん用意しました！

減り続ける人口

　日本中で人口減少が問題となっています。国の
推計によれば、2040 年（平成 52 年）の国見町の
人口は概ね 6,200 人と推計されています。こうし
た、人口減少や少子化は、町の活力の低下につな
がる可能性があり、町にとって喫緊の課題となっ
ています。
　今年度、町では、まち・ひと・しごと創生のた
めの総合戦略を策定します。既に、庁内に総合戦
略策定推進本部を立ち上げ、6 月 19 日には有識者
会議を開催し、具体的な検討に入っています。

国 の総合戦略の基本目標

第 1 回国見町総合戦略有識者会議の様子

国見型 まち・ひと・しごと創生総合戦略

◆問い合わせ　企画情報課総合政策室　☎ 585-2217

　町では、震災を契機として再生のまちづくりを
進めてきました。（仮称）里まち文化ステーション
整備事業や歴史を活かしたまちづくりなどは、国
見の特色を活かした取り組みであり、しごとづく
り、まちづくりが始まっています。
　これらの取り組みも活かしながら、国見型の総
合戦略を検討するため、有識者や専門家の助言を
受け、さらに若い世代の声も聞きながら、国見型
の総合戦略に反映させていきます。
　さらに、第 5 次振興計画（後期計画）の策定に
も活かしていきます。

今後、以下の取り組みを予定しています。
◇住民視点
　・中学生のくにみ未来づくりワークショップの
　　開催
　・町の若手職員と町民とのワークショップの開　
　　催
　・町民アンケートの実施
◇専門家視点
　・総合戦略有識者会議の開催（地域振興・起業・
　　産業・子育て支援・ワークライフバランスの
　　専門家）
　・統計データの分析・推計調査の実施

　■地方における安定した雇用を創出する
　■地方への新しい人の流れをつくる
　■若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
　■時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとと
　　もに、地域と地域を連携する

　人口減少に対応するため、平成 26 年 12 月に国は、今後
目指すべき将来の基本的方向や具体的な施策を示す「まち・
ひと・しごと創生総合戦略」を閣議決定しました。
◆４つの基本目標

「まちづくり・ひとづくり・しごとづくり」
　　　　　　　                                に向けた取り組みが始まりました

　　　　　　　　                             ～人口減少のなか、元気な町

　　　　　　　　　　                               　であり続けるために～

国見町の人口推移（人）

※この推計は、今のままで対策をしない場合の想定です。 
人口減少の対策は早ければ早いほど効果的と考えられます。

　国見まちづくり株式会社の第 2 回取締役会
が 17 日に開かれ、26 年度の決算、27 年度の
農産物加工、くにみ市場開設等の詳細計画、コ
ンビニエンスストアのフランチャイズ契約等に
ついて協議しました。

　

国
見
町
道
の
駅
出
荷
組
合
は
9
日
、
臨
時
総
会
を
開
き
、

（
仮
称
）
里
ま
ち
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
直
売
所
運
営
を

　

国
見
町
道
の
駅
出
荷
組

合
は
18
日
、
取
締
役
会
及

び
出
荷
組
合
臨
時
総
会
で 　（仮称）里まち文

化ステーションで展

6 月、（仮称）里まち文化ステーションの開業に向けた様々な取り組みが、動き出しました。

動き出した「まちづくり会社」の取り組み

取締役会

ミニ
ストップ

先進地
　　研修

直売所

円
滑
に
進
め
る
た

め
、
視
察
研
修
の
実

施
と
7
月
か
ら
試
行

的
に
行
う
「
く
に
み

市
場
」
の
開
催
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し

た
。
直
売
所
の
本
格

運
営
に
向
け
た
取
り

決
定
さ
れ
た
先
進
地
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
視
察

先
は
栃
木
県
の
道
の
駅
「
し
も
つ
け
」
と
「
も
て
ぎ
」。

10
億
円
、
6
億
円
を
売
り
上
げ
る
優
良
道
の
駅
で
す
。

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
り
、
質
問
を
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。

開するコンビニエンスストアについては、これま
で複数の大手コンビニエンスストア会社と協議を
してきました。
　22 日、まちづくり会社の店舗運営方針に柔軟
な理解を示した「ミニストップ株式会社」と契約
を締結しました。

くにみ市場
日時　7 月 25 日土、26 日日
　　　午前 9 時から午後 2 時
場所　グリーンアリーナ 923 駐車場
…問い合わせ　まちづくり交流課　☎ 585-2132…

出荷組合員も
　募集して

　　います！
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さ
く
ら
ん
ぼ
、
里
山
、
手
づ
く
り
料
理
…

上
質
な
「
く
に
み
し
ゅ
ら
ん
」

国
見
型
の
観
光
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
「
く
に
み
し
ゅ
ら

ん
」。
最
終
回
は
貝
田
地
区
。
6
月
20
日
か
ら
21
日
ま
で
の
2

日
間
を
紹
介
し
ま
す
。

　

国
見
町
に
到
着
し
た
17
人
は

新
庁
舎
を
見
学
。
そ
の
後
、
旧

佐
藤
家
住
宅
で
内
谷
春
日
神
社

「
太
々
神
楽
」
を
鑑
賞
。
引
き

続
き
行
わ
れ
た
歓
迎
式
で
は
、

太
田
町
長
が
「
国
見
町
は
オ
ー

ル
国
見
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
夜
は
、
奥
山
邸
で
の

デ
ィ
ナ
ー
。
当
主
の
奥
山
ト
キ

子
さ
ん
が
奥
山
家
の
歴
史
を
、

食
材
を
提
供
し
た
八
巻
忠
一
さ

ん
が
国
見
産
の
野
菜
の
お
い
し

さ
を
説
明
。
山
際
博
美
シ
ェ
フ

の
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
2
人
の
ギ

タ
リ
ス
ト
の
演
奏
が
加
わ
り
、

奥
山
邸
に
上
質
な
時
間
が
流
れ

ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
貝
田
の
高
橋
一

吉
さ
ん
の
ブ
ド
ウ
畑
で
摘
粒
作

業
体
験
か
ら
。「
み
な
さ
ん
が

摘
粒
し
た
ブ
ド
ウ
は
そ
れ
ぞ
れ

に
送
り
ま
す
」
と
。
作
業
の
後

は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
摘
み
を
し
な

が
ら
高
橋
さ
ん
一
家
と
懇
談
。

昼
食
は
、
築
90
年
の
佐
藤
秀
昭

さ
ん
宅
で
。
漆
器
に
盛
ら
れ
た

貝
田
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
手
づ

く
り
郷
土
料
理
。
阿
部
初
男
町

内
会
長
も
交
え
、
賑
や
か
な
交

流
に
。

　

最
後
は
、貝
田
の
里
山
散
策
。

貝
田
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
高

橋
正
志
会
長
）が
杉
林
を
案
内
。

佐
藤
奈
美
子
さ
ん
の
オ
カ
リ
ナ

演
奏
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

「
心
」
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
会
い
し
た
す
べ
て
の
方
々
の「
心
」

を
し
っ
か
り
と
胸
に
留
め
て
、
国
見
へ

の
思
い
を
形
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
品
川
区
　
中
川
佳
美

春の叙勲

瑞宝単光章　
元　国見町消防団分団長

齋藤修一　さん
　　　　　（貝田）

　元国見町消防団分団長の齋藤修一さんが平成 27 年春の
叙勲の栄誉に輝きました。
　齋藤さんは昭和 37 年に国見町消防団に入団し、平成
13 年に退団されるまでの永きにわたり、消防団員として
町民の生命や財産を守り活躍されました。
　また、分団長として豊富な知識と経験を活かし、団員の
育成や予防消防活動の推進に尽力され、その功績が認めら
れての受章となりました。
　齋藤さんは「同じ団員に同級生がいたため、お互いに支
えあいながら頑張ってこれました」と話されました。特に
印象に残っていることは「ポンプ操法訓練を行っていた際
に近くで工場火災が発生し、みんなで駆けつけ常備消防と
一緒に消火活動を行ったこと。この消火活動をきっかけに
消防団と常備消防との連携が強化されたと思います」と話
されていました。

　元陸上自衛隊准陸尉の佐藤喜代治さんが第 24 回危険業
務従事者叙勲の栄誉に輝きました。
　佐藤さんは昭和 42 年に陸上自衛隊に入隊し、習志野や
仙台、福島駐屯地などで 35 年間自衛官として活躍されま
した。
　佐藤さんは主に隊員の生活を支えるための業務に尽力さ
れており、東北管内の駐屯地などの厨房備品の整備を進め、
隊員の食糧供給の安定を図り、また、隊員募集の広報を担
当し、県内を奔走したそうです。習志野駐屯地では落下傘
部隊に所属し、パラシュート整備にも尽力されました。
　佐藤さんは「良き先輩や同僚に恵まれ、家族の支えがあっ
たおかげで任務を全うすることができました。大変感謝し
ています」と話されていました。

瑞宝単光章　
元　陸上自衛隊准陸尉

佐藤喜代治　さん
　　　　　（並柳）
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平成 27 年度国民健康保険税　　　  
　

国
見
町
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
改
正
は
算
定
の
基
礎
と

な
る
前
年
分
の
所
得
が
確
定
し

た
こ
と
、
平
成
26
年
度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
の
収
支
の
見

込
み
が
つ
い
た
こ
と
、
及
び
今

後
の
医
療
費
の
動
向
を
勘
案
し

た
う
え
で
改
正
し
た
も
の
で

す
。

国
保
税
の
計
算
方
法

　　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療

分
と
支
援
金
分
（
後
期
高
齢
者

医
療
支
援
金
分
）と
介
護
分（
介

護
保
険
第
2
号
被
保
険
者
が
含

ま
れ
る
世
帯
）
の
合
計
金
額
と

な
り
ま
す
。

平
均
保
険
税
負
担
額
は

　
　
　
　

８
・
６
％
増

　　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が

下
記
の
と
お
り
改
正
さ
れ
、
1

人
あ
た
り
の
平
均
保
険
税
負
担

額
は
昨
年
度
と
比
べ
８
・
６
％

増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
減

少
や
課
税
標
準
額
の
減
少
に
よ

る
も
の
で
す
。
東
日
本
大
震
災

や
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
途
上

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、

被
保
険
者
の
税
負
担
を
で
き
る

限
り
軽
減
す
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
の
平
成
26
年

度
繰
越
金
と
国
民
健
康
保
険
給

付
費
支
払
準
備
基
金
か
ら
約

2
千
5
百
万
円
を
充
当
し
、
加

入
者
の
税
負
担
軽
減
に
努
め
ま

し
た
が
、
平
均
税
負
担
額
は
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

資
産
割
が

　
　

廃
止
に
な
り
ま
す

　　

今
年
度
の
税
率
改
正
に
よ

り
、
平
成
24
年
度
か
ら
段
階
的

に
縮
小
し
て
き
た
資
産
割
（
加

入
者
の
固
定
資
産
税
に
応
じ
て

計
算
）
が
廃
止
さ
れ
、
所
得

割
（
加
入
者
の
所
得
に
応
じ
て

計
算
）、
均
等
割
（
世
帯
加
入

者
数
に
応
じ
た
計
算
）、
平
等

割
（
一
世
帯
に
つ
き
計
算
）
の

3
方
式
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
将
来
に
お
け
る
国
保

事
業
の
広
域
化
に
備
え
る
と
と

も
に
、
そ
の
際
の
急
激
な
税
負

担
を
抑
止
す
る
目
的
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
所
得
額
が
一
定
基
準

以
下
の
世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ

て
い
る
、
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
措
置
の
対
象
範
囲
が
平
成

27
年
度
よ
り
拡
大
さ
れ
ま
す
。

納
付
義
務
者
と

　
　
　
　
　

納
付
方
法

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通

知
書
は
、
納
税
義
務
者
で
あ
る

世
帯
主
の
方
へ
お
届
け
し
ま

す
。
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険

   税率が
改正されました

に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
家
族
の
中
に
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
が
い
る
場
合
、
世

帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま

す
。

　

納
付
方
法
は
、
年
金
天
引
き

に
よ
る
納
付
（
特
別
徴
収
）、

納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付
、
口

　　 医療分　　　　 支援金分　 介護分
26 年度 27 年度 26 年度 27 年度 26 年度　　 27 年度

所得割 5.07% 6.24% 2.36% 2.52% 2.48%　　　　2.81%
資産割 5.28%  0.00% 2.75%                                                0.00% 3.30% 0.00%
均等割 20,000 円 24,000 円 9,000 円 9,200 円 12,500 円 12,200 円
平等割 17,000 円 20,800 円 7,400 円 8,400 円 7,000 円 7,600 円

課税限度額
52 万円

（1 万円引上げ）

17 万円

（1 万円引上げ）

16 万円

（2 万円引上げ）

座
振
替
に
よ
る
納
付
の
3
通
り

と
な
り
ま
す
の
で
、
納
税
通
知

書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
国
民
健

康
保
険
制
度
運
営
の
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
。
忘
れ
ず
に
納

期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

平成 27 年度　国民健康保険税の税率

合計
１世帯あたり １人あたり

27 年度 175,850 96,415
26 年度 162,130 88,762
増減額 13,720 7,653
増減率 8.5% 8.6%

１世帯及び１人あたりの平均保険税負担額（年額 / 円）

国民健康保険税
計算モデルケース

世帯主 42 歳 （所得額 250 万円、固定資産税 3 万円） 

妻 39 歳 （所得額　  0 万円、固定資産税 3 万円） 

子 13 歳  

子 11 歳 

                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                       　( 前年度税率 )
所得割額　217 万円（250 万円－ 33 万円【基礎控除額】）× 6.24％ ＝ 135,408 円　 110,019 円
資産割額　6 万円（3 万円＋ 3 万円）× 0.00％                                  　  ＝ 　        0 円          3,168 円
均等割額　24,000 円×４人   　　                  　　　　　　　　　 　    ＝   96,000 円　   80,000 円
平等割額　20,800 円×１世帯                   　     　　　　 　　                  ＝   20,800 円  　 17,000 円
合　　計（100 円未満は切り捨て）                                                                     252,200 円     210,100 円

　                                                                                                                                                        ( 前年度税率 )
所得割額　217 万円（250 万円－ 33 万円【基礎控除額】）× 2.52％＝ 54,684 円　　  51,212 円
資産割額　 6 万円（3 万円＋ 3 万円）× 0.00％                                       ＝　   　0 円　　    1,650 円
均等割額　 9,200 円×４人　　　　　　　　　　　　　　　　　     ＝ 36,800 円　      36,000 円
平等割額　 8,400 円×１世帯                                                                          ＝   8,400 円　        7,400 円
合　　計（100 円未満は切り捨て）                                                                    99,800 円   　   96,200 円

( 前年度税率 )
所得割額　217 万円（250 万円－ 33 万円【基礎控除額】）× 2.81％ ＝ 60,977 円　     53,816 円
資産割額　 3 万円 × 0.00％                                                                             ＝　       0 円　           990 円
均等割額     12,200 円×１人　　　　　　　　　　　　　　　　    　＝ 12,200 円　     12,500 円
平等割額　 7,600 円×１世帯                                                                           ＝    7,600 円　       7,000 円
合　　計（100 円未満は切り捨て）                                                                      80,700 円　    74,300 円

医療分と支援金分と介護分の合計が国民健康保険税となります。

　252,200 円　  ＋　　99,800 円 　＋  　80,700 円　＝　432,700 円

（前年度税率の場合）

　（210,100 円　＋　　96,200 円　 ＋　  74,300 円　＝　380,600 円）

医療分

支援金分

介護分

合　計

そ
の
他
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

モデルケース①

世帯主 29 歳（所得額 150 万円／固定資産税額　0 万円）
　妻 　29 歳（所得額 40 万円／固定資産税額　0 万円）
　子　  3 歳
医療分 170,100 円＋支援分 67,200 円＋介護分　0 円＝　237,300 円

モデルケース②

世帯主 69 歳（所得額 50 万円／固定資産税額　6 万円）
　妻　 67 歳（所得額 0 万円／固定資産税額　0 万円）
医療分 45,000 円＋支援分 17,600 円＋介護分 0 円　＝　62,600 円
※所得額が少ないため、国保税が 5 割軽減で計算されています。

モデルケース③

世帯主 74 歳（所得額 0 万円／固定資産税額　3 万円）
　妻　 71 歳（所得額 0 万円／固定資産税額　0 万円）
医療分 20,600 円＋支援分 8,000 円＋介護分 0 円　＝　28,600 円
※所得額が少ないため、国保税が 7 割軽減で計算されています。

◆問い合わせ　保健福祉課国保係　☎ 585-2785
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平成 27 年 8 月から

　　介護保険制度が一部改正となります

　　8 月以降、初めて負担限度額認定の申請をする場合には、申請書とともに預金通帳の写し等を提

　出していただくことになります。

 　   新しい負担限度額認定申請の認定証の有効期限は、平成 27 年 8 月 1 日から平成 28 年 7 月 31 日

までです。

1．一定以上の所得がある 65 歳以上の方は、介護サービス費用の利用者負担
　  が 1 割から 2 割になります。   （64 歳以下の方の利用者負担は 1 割です。）

（介護サービス費負担割合区分）

介護保険負担割合証が発行されます
　　要支援、要介護の認定を受けている方全員に、負担割合（1 割または 2 割）が記載された「介護　

　   保険負担割合証」が発行されます（7 月中に発送予定）。

2．高額介護サービス費の上限額の区分が追加されます。
　　　介護保険を利用されている方で同一月に負担した金額が一定額を超えた時に支給される「高額介護
　　サービス費」について、「現役並み所得者相当」区分が新たに設定されます。現役並み所得相当の方に
　　ついては、上限額が 44,000 円となります。その他の区分の上限はこれまでと変わりません。
　　※該当すると思われる方へは、町から申請についてのご案内をお送りします。

区分 自己負担の上限（月額）
　現役並み所得相当の方 　44,000 円（世帯）　　※新設
　一般（町民税課税者がいる世帯の方） 　37,200 円（世帯）
　世帯全員が町民税非課税等の方 　24,600 円（世帯）

　年金収入 80 万円以下の方等 　15,000 円（個人）

3．介護保険施設利用者の食費・居住費の負担軽減の適用要件が変更になり
　  ます。
　　　町民税非課税世帯の方が介護保険施設やショートステイを利用する場合に、申請により食費・居住費
　　の負担軽減が行われていますが、今後は、配偶者が町民税課税である場合や、預貯金等が一定額（単身　
　　1,000 万円、夫婦 2,000 万円）を超える場合などは、軽減の対象外となります。

◆問い合わせ　保健福祉課長寿介護係　☎ 585-2125

所得要件 利用者負担割合

　本人の合計所得金額が 160 万円未満の方 1 割

合計所得金額が

160 万円以上

　同一世帯の第 1 号被保険者の「年金収入＋そ

　の他の合計所得金額」

　　単身の場合：280 万円未満

　　2 人以上の場合：346 万円未満

1 割

　上記以外の方 2 割

（
65
歳
以
上
の
方
）

第
一
号
被
保
険
者

沢木順
　　復興支援コンサートⅤ
　6 月 14 日、今年で 5 回目となる沢木順復興支援コンサー
トが観月台文化センター体育館で行われました。すっかり
おなじみとなった沢木さんのコンサートに、町内外から約
300 人が来場し、沢木さんの絶妙なトークと迫力ある歌声
を楽しみました。
　コンサートでは劇団四季ミュージカルで有名な「メモ
リー」や「愛せぬならば」などの曲が歌われ、また特別出
演として日舞若柳流若柳会、国見フラクラブが出演。太田
久雄町長も歌を披露するなど、ステージに華を添えました。
　また、6 月 19 日、沢木
さ ん の CD 売 上 金 と コ ン
サート会場で集まった募
金を町への寄付金として、
沢木順コンサート実行委
員会代表の阿部裕子さん
から太田町長へ手渡され
ました。町の復興のため
活用させていただきます。

おひるねアート、ロディヨガ、アロマ、マッサージ、手作り雑貨・

お菓子販売、 子どもたちによるステージ発表など、 家族み

んなで楽しめるイベント♪

◆問い合わせ　

　 企画情報課総合政策室　☎ 585-2217
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ファイナンシャルプランナーによる
「生活改善相談会」（無料）を実施します

　ファイナンシャルプランナー（FP）とは、家計
や経営の相談役として、みなさんの収入・支出・
資産・債務・保険の保障内容などをうかがい、「ど
こかに無駄はないか」「より良いお金の使い方はな
いか」など、ライフスタイルに合ったアドバイス
をくださる方です。
　相談会では、相談内容をもとに家計診断をし、
借入金・過払い金・保険・年金等、生活改善のた
めの提案をさせていただくことで、家計全般の見
直しができます。
　ファイナンシャルプランナーに相談してみたい
けど、不安があったり、敷居を高く感じて一歩踏
み出せないでいる方も、この機会にぜひご相談く
ださい。

【相談できる内容】
　・家計の管理や家計収支を見直す方法は？
　・お金の運用方法は？

　・子どもの教育費の目安は？
　・住宅購入や住宅ローンの返済計画を見直す方　　
　　法は？
　・保険の見直し方法は？
　・老後や年金のことが心配！老後の生活設計を
　　立てるには？　など
◆日　時　　8 月 22 日土　
　　　　　　午前 9 時から午後 4 時 50 分
◆場　所　　観月台文化センター　2 階　
　　　　　　「第 1 会議室」
◆相談員　　ファイナンシャルプランナー　　
　　　　　　遠藤　明彦　氏
◆申込定員　7 名程度（相談時間 1 人 50 分）
　ご希望の方は、事前予約（先着順）をお願いし
　ます。電話予約も受付します。
◆問い合わせ　税務課収納係　☎ 585-2780

農業委員会の動き
　6 月 18 日に定例総会が開催され、次のとおり確
認されました。

・農地所有権移転　　　　　　　1 件
・農地賃貸借　　　　　　　　　1 件
・農地転用　　　　　　　　　　2 件
・農地改良行為　　　　　　　　1 件
・農地利用集積計画の決定
・第 60 回福島県下農業委員大会議案について

　7 月の農業委員会定例総会は次のとおりです。
傍聴においでください。

◆日　時　7 月 21 日火　午後 1 時 30 分から
◆場　所　国見町役場　大会議室

◆問い合わせ　農業委員会　☎ 585-2890

　毎日勉強を頑張っている学生さん、毎日頑張っ
て働いている皆さんお疲れ様です。
　皆さんは、ご自分の「心の健康管理」は出来て
いますか？学校や職場の人間関係、仕事の悩み、
家族関係…。「自分は大丈夫！」は危険です。特に
働きざかりの 40 歳代の方の自殺者が多い傾向に
あります。
　多忙な日々こそ、少し立ち止まって心の健康管
理について話を聞いてみませんか？

　　　　　　　　　　　　心の健康講座
　うつ病を正しく知って向き合おう

◆日　時　　8 月 1 日土
　　　　　　午後 1 時 30 分から午後 3 時 30 分
◆場　所　　観月台文化センター　第 1 和室
◆講　師　　福島県立医科大学神経精神医学講座
　　　　　　畠山　毅　医師
◆定　員　　50 名
◆申込み方法　電話または窓口で申込みください。
◆申込み期間　 7 月 27 日月まで
◆申込み・問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　　　
　　　　　　　　　　　☎ 585-2793

・代表者　井砂　のり枝
・活動日　
　　毎週火曜日　午後 4 時 00 分から【子ども】
　　毎週金曜日　午後 1 時 00 分から【大人】

・主な活動場所　代表者宅
・会員数　 8 人
・連絡先　 井砂　のり枝　　585-2920

−プロフィール−

VOL.46

直派若柳流

　　　　　宝松会国見教室
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住宅除染の進捗状況
　 住宅除染の実施状況をお知らせします。（6 月 24 日現在）

方　部
平成 26 年度計画分

平成 25 年度
実 施 分

除 染 完 了
合 計事　　　　前

モニタリング 除 染 着 手 除 染 完 了

藤 田 方 部 745 件 756 件 755 件 360 件 1,115 件

小 坂 方 部 317 件 314 件 288 件 310 件 598 件

森江野方部 296 件 296 件 295 件 190 件 485 件

大木戸方部 290 件 290 件 289 件 60 件 349 件

大 枝 方 部 68 件 68 件 68 件 129 件 197 件

合 　 　 計 1,716 件 1,724 件 1,695 件 1,049 件 2,744 件

地下水の測定

大型土のうの確認・点検

方　部
平成 27 年度計画分

除 染 完 了
合 計事　　　　前

モニタリング 除 染 着 手 除 染 完 了

藤 田 方 部 250 件 37 件 12 件 12 件

1．仮置場の管理状況
　町では、除去土壌等の大型土のう袋の受入れ作業

（補修・確認・記録）、大型土のう袋の積み上げ作業、
覆土、上部遮水工等の作業を行う管理業務を委託し
ております。
　空間線量率については、平日の毎日測定するとと
もに、地下水や浸出水の監視を行っています。これ
まで異常は確認されていません。
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地図

番号
名　称  敷地面積 状　況　　　

保管可能

数　　量
保管数量

①
藤田方部

１号仮置場
1.01ha 搬入中 6,400 袋 4,567 袋

②
藤田方部

２号仮置場
0.76ha 搬入中 3,404 袋 3,178 袋

③
藤田方部

３号仮置場
1.12ha 搬入中 5,714 袋 1,241 袋

④
藤田方部

４号仮置場
0.99ha

整備工事

に着手
－ －

⑤
小坂方部

１号仮置場
1.08ha 搬入中 6,561 袋 5,537 袋

⑥
小坂方部

２号仮置場
0.85ha 搬入中 4,380 袋 2,703 袋

⑦
森江野方部

１号仮置場
0.53ha 搬入終了 4,592 袋 4,422 袋

⑧
森江野方部

２号仮置場
1.07ha 搬入中 8,068 袋 3,529 袋

⑨
大木戸方部

２号仮置場
0.74ha 搬入中 6,298 袋 3,900 袋

⑩
大木戸方部

３号仮置場
1.46ha 搬入中 10,541 袋 1,907 袋

⑪
大枝方部

１号仮置場
0.39ha 搬入中 3,889 袋 3,213 袋

合計 10.00ha 59,847 袋 34,197 袋

2. 除去土壌等の保管状況
　除去土壌等の仮置場での保管状況は、6
月 22 日現在、保管数量は 34,197 袋となっ
ています。住宅除染や道路除染が未実施の
ところがあり、今後保管数量は増加します。

3. 仮置場の住民監視が開始さ　　
　れました！
　除去土壌等の搬入が終了し、遮へい等が
すべて完了した森江野方部 1 号仮置場（徳
江字反畑、塚野目字福田前地内）では、安
全性を確認するため、6 月から森江野方部
会による仮置場外周の空間線量率の測定が
開始されました。

仮置場確保状況及び除去土壌等の保管状況
　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6 月 22 日現在）

位置図

空間線量率測定の様子
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藤田保育所プールびらき

くにみ幼稚園プールあそび

　国見町青少年育成町民会議（会長　太田久雄町長）では、がんばるみなさんに奨励金を交付しました。

青少年育成町民会議　奨励金交付

①【第 61 回福島県高等学校体育大会剣道競技出場】赤井畑誼（高 3）、朝内梨々香（高３）、遠藤優太（高 2）、佐藤瞬太（高　
　  2）、菅野亮太（高 2）
②【第 64 回宮城県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技出場】寺島一輝（高 2）【第 61 回福島県高等学校体育大会
　  ソフトテニス競技出場】引地理彩（高２）、宍戸純希（高１）、佐藤竜介（高２）、佐藤海斗（高２）、五十嵐真結（高 
       2）、五十嵐温子（高 3）
③【第 61 回福島県高等学校体育大会ソフトテニス競技出場】髙橋翼（高 3）【第 68 回福島県総合体育大会ソフトテニ
　  ス競技出場】引地佑菜（中 2）、岩城龍音（小 3）、菊地里奈（小 6）、菊地莉世（小 6）【第 70 回東北高等学校陸上　
　  競技大会出場】髙橋香澄（高 1）、佐藤太一（高 2）（欠席）、【全国高校総合文化祭囲碁部門出場】渡邉圭佑（高 3）
④【第 12 回全国小学生学年別柔道大会福島予選会出場】野村俊介（小 6）
⑤【第 68 回福島県総合体育大会剣道競技出場】菅野亮太（高２）、遠藤優太（高２）、佐藤瞬太（高２）
⑥  【第 68 回福島県総合体育大会バレーボール競技出場】石川隼斗（高２）、齋藤稜（高 3）、鈴木諒（高３）、宍戸竜聖（高３）
⑦【第 58 回福島県中学校体育大会出場】柔道 : 國分健翔（中 3）、渡辺拓陽（中 3）、佐々木舞依（中 2）、野村成美（中　
　　2）、藤山紗良（中 3）、ソフトテニス：引地佑菜（中 2）、岩城綾音（中 1）、卓球：小池龍成（中 3）、小池和妃（中
　　1）、遠藤萌々子（中 3）、佐藤美帆（中 3）、卓球団体：須藤麗茄（中 3）他 7 名、剣道：菅野菜津美（中 3）

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦
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宝発見の探検隊！

国見の歴史を未来へ！
　「歴史探検隊」
　6 月 5 日、国見小学校 6 年生が歴史探検隊を結成し、町の
歴史について学びました。
　町文化財ボランティアや町職員がナビゲーターとなり、岩
淵遺跡や防塁など町内に残る縄文～江戸時代の歴史遺産を見
学しました。地域の宝を知り、より郷土への親しみを深める
機会となりました。

　5 月 28 日、2015 ミスピーチキャンペーンクルーの 6 人が
国見町役場を訪れ、活動のあいさつをしました。
　ミスピーチのみなさんは「福島のおいしいモモを広くアピー
ルしていきます」と抱負を述べ、太田久雄町長からは「今年
も全国でトップセールスを予定しています。一緒に頑張りま
しょう」と激励の言葉がありました。

　6 月 5 日、国見町の心の復興を願い、国見カラオケ愛好会の
主催で「市川由紀乃コンサート」が開催されました。新曲「命
咲かせて」が大ヒット中の市川さんは、国見町でのコンサー
トは今回で 2 回目となります。市川さんは、会場に詰めかけ
た多くの観客に圧倒的な表現力と歌唱力を披露し、会場から
は感動の大拍手が起こりました。

歌のちからで心の復興
　市川由紀乃コンサート

新曲を披露した市川由紀乃さん

　6 月 1 日、太田久雄町長と町職員がコープマート福島国見店
とハシドラック国見店で水道に対する理解と関心を深めるた
め、広報活動を行いました。
　当日はくにみももたんも一緒に風船やパンフレットを配り

「おいしい水、安全な水」を PR しました。

限りある水を大切に
　水道週間実施

ミスピーチのみなさんと太田町長

水を大切にしましょう !

福島のモモを今年もＰＲ
　ミスピーチ来町

岡崎会長より卵を受け取る武田保健福祉課長

献血協力者へ卵を贈呈
　国見ライオンズクラブ
　5 月 26 日、町の献血の日に国見町役場で国見ライオンズク
ラブ（岡崎長市会長）より卵の贈呈がありました。
　ライオンズクラブからは毎年卵の贈呈を受けており、卵は
献血に協力していただいたみなさんに配布しました。ありが
とうございました。

開花式の様子

国見町に咲く
　中尊寺蓮「開花式」
　6 月 28 日、国見町中尊寺蓮育成会（氏家博昭会長）による
蓮の開花式が、国史跡「阿津賀志山防塁」下二重堀地区に隣
接する蓮池で行われました。
　育成会のみなさんにより手入れされ、今年も見事に咲き誇っ
た中尊寺蓮を眺めながら、約 80 人の参加者が爽やかな朝の一
時を楽しみました。中尊寺蓮は 7 ～ 8 月が見頃です。

　6 月 20 日、歴史まちづくりシンポジウムが観月台文化セン
ターで開催され 40 名が参加しました。講師の「ＮＰＯ法人ま
ちづくり地域フォーラム・かごしま探検の会」代表の東川隆
太郎さんが、まちあるきの楽しさをユーモアたっぷりに紹介。
講演後、参加者は東川さんと一緒に旧藤田宿をまちあるきし、

「何気なくみていた景色が変わった」と話していました。

まちあるきで新たな発見
　第 5 回歴史まちづくりシンポジウム

まちあるきでまちの魅力を再発見

　6 月 18 日、70 回献血に協力いただいた蓬田裕さん（泉田）
に日本赤十字社より銀色有功章と感謝状が贈られ、国見町役
場で太田久雄町長より伝達が行われました。
　蓬田さんは月 1 回のペースで献血を行っているそうで、血
液検査も受けられるため、健康管理の意味も兼ねて献血して
いると話されていました。

献血に多大な貢献
　日本赤十字社より銀色有功章

太田町長に建議する入間田委員長と上原真人副委員長

太田町長より銀色有功章を受け取る蓬田さん

阿津賀志山防塁整備基本構想
     が建議されました

ポイ捨てはやめましょう

6 月 10 日は「商工会の日」
　町商工会青年部が奉仕作業
　6 月 10 日、「商工会青年部全国統一事業 “ 絆 ” 感謝運動」と
して町商工会青年部のみなさんが町内の国道 4 号国見パーキ
ングで清掃活動を行いました。
　ボランティア活動を通して地域や青年部同士の絆を深める
ことを目的としており、お揃いのＴシャツを着て清掃に取り
組むみなさんからは部員同士の絆と地域への愛を感じました。

　6 月 16 日、国史跡「阿津賀志山防塁」の整備について検討
を続けてきた整備計画策定委員会（委員長：入間田宣夫東北
大学名誉教授）が整備に向けた方針をしめした基本構想をま
とめ、太田久雄町長に建議しました。
　奥州藤原氏と源頼朝が対峙した歴史性やスケールを活かす
整備を下二重堀地区など 4 地区で行います。
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 27 年 5 月生まれ）
・9 か月児（平成 26 年 11 月生まれ）

9 月 17 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

9 月 2 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊ 1 歳 6 か月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 25 年 12 月 21 日から
平成 26 年 3 月 31 日生まれの幼児

9 月 29 日火
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 30 分

観月台文化センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身長・体重測定
　　　　　　を行います。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

健
けんこう

口

　　　
キッズ

　平成 27 年 5 月 21 日に実施した 3 歳 6 か月児健診で、むし歯が 1 本も
なかったお子さん達です。

佐
さ と う ゆ う む

藤祐夢さん

長
は せ が わ こ と な

谷川琴南さん

髙
た か は し あ い き

橋碧希さん

渡
わ た な べ ひ び き

邊響生さん

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

熱中症予防のために
　「熱中症」は、高温多湿な環境に長くいることで、
徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温調
節がうまく動かなくなり、体内に熱がこもった状態
を指します。
　熱中症について正しい知識を身につけ、体調の変
化に気をつけるとともに、周囲にも気を配り、熱中
症による健康被害を防ぎましょう。

県民健康調査「妊産婦に関する調査」のお願い
　この調査は、東日本大震災以降、福島県内のご心
配を抱えた妊産婦の皆様に対して、サポートを提供
すると同時に、福島県で子どもを産み育てようとす
る妊産婦の皆様の現状やご意見・ご要望を把握し、
よりよい産科医療および育児支援を提供できるよう
活かしていくことを目的に実施しています。
　「今年度の対象者①」の方には、秋頃に調査票が送
付されますので、ご協力のほどよろしくお願いいた
します。

■対象者：①平成 26 年 8 月 1 日から平成 27 年 7 月
　　　　　　31 日までに福島県内の市町村から母子
　　　　　　健康手帳を交付された方
　　　　　②上記期間に福島県外で母子健康手帳を　　
　　　　　　交付された方で、福島県で里帰り出産
　　　　　　された方
■問い合わせ：福島県立医科大学　放射線医学県民
　　　　　　　健康管理センター　
　　　　　　　妊婦専用ダイヤル　☎ 549-5180
　　　　　　　（平日午前 9 時から午後 5 時）

７月は
「愛の血液助け合い運動」

　　　　　　    月間です。
　献血のおかげでたくさんの命が救われています。
　献血者数が特に減少するこの季節、幅広い方々からの献
血へのご協力をお願いいたします。　　
　次回の国見町の献血の日は、9 月 20 日日です。
時間、場所については 8 月号でお知らせいたします。
皆様のご協力をお願いします。
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公
立
藤
田
総
合
病
院

第
42
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

地
域
住
民
に
向
け
て
「
元
気
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

7
月
23
日
木
午
後
4

時
か
ら

▼
会
場　

公
立
藤
田
総
合
病
院

受
付
前
ホ
ー
ル
・
シ
ャ
ン
グ
リ

ラ▼
演
題　

Ｎノ
ー

Ｏ
卒
中
～
脳
卒
中

の
予
防
は
日
々
の
暮
ら
し
か
ら

～▼
講
師　

脳
神
経
外
科　

佐
藤

昌
宏
副
院
長

問
公
立
藤
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー

☎
５
８
５
‐
２
１
２
１

東
電
に
よ
る
立
木
賠
償

請
求
手
続
き
を
開
始

　

東
京
電
力
（
株
）
で
は
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
る
し
い
た
け
原
木
の
出
荷
制

限
に
伴
い
、
福
島
県
内
（
避
難

指
示
区
域
及
び
双
葉
郡
を
除

く
）
の
地
域
に
お
け
る
し
い
た

け
原
木
等
（
概
ね
林
齢
50
年
以

下
の
広
葉
樹
）
と
し
て
出
荷
予

定
の
立
木
に
係
る
財
物
賠
償
の

請
求
手
続
き
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
者　

事
故
発
生
時
点
で

賠
償
の
対
象
と
な
る
立
木
が
存

在
す
る
山
林
の
土
地
を
所
有
さ

れ
て
い
た
方
。
土
地
を
所
有
せ

ず
立
木
の
み
を
所
有
さ
れ
て
い

た
個
人
及
び
中
小
法
人
の
方
。

事
故
発
生
以
降
に
相
続
に
よ
り

対
象
と
な
る
資
産
を
取
得
さ
れ

た
方
。

　

詳
し
く
は
、東
京
電
力
（
株
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
東
京
電
力
（
株
）
福
島
原
子

力
補
償
相
談
室　

財
物（
土
地
・

建
物
・
家
財
）
ご
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
‐
９
２
６

‐
５
９
６

福
島
県
北
森
林
組
合
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
☎
５
７
３
‐
１
１
１
８

産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

☎
５
８
５
‐
２
９
８
６

東
日
本
大
震
災
お
よ
び

原
子
力
災
害
に
お
け
る

不
動
産
取
得
税
の
特
例

措
置

　　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

（
一
部
損
壊
を
除
く
）
を
受
け

た
家
屋
に
代
わ
る
家
屋
を
取
得

し
た
場
合
や
原
子
力
災
害
に
よ

り
避
難
指
示
区
域
内
に
あ
る
家

屋
に
代
わ
る
家
屋
を
取
得
し
た

場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
特
例

措
置
に
よ
る
軽
減
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
い
内
容

や
申
請
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局　

県
税
部　

課
税
第
一
課　

不
動

産
取
得
税
チ
ー
ム　

☎
５
２
３
‐
４
６
９
９

東
北
方
面
隊

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

東
北
方
面
隊
は
創
隊
55
周
年

を
記
念
し
て
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

9
月
26
日
土

第
1
回
公
演　

午
前
10
時
30
分

か
ら

第
2
回
公
演　

午
後
2
時
か
ら

▼
場
所　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

ホ
ー
ル
宮
城

　

入
場
料
無
料
で
す
が
整
理
券

が
必
要
で
す
。
整
理
券
の
応
募

方
法
は
、
往
復
は
が
き
の
往
信

裏
面
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③

氏
名
④
性
別
⑤
職
業
⑥
電
話

番
号
⑦
希
望
公
演
時
間
⑧
人

数
（
2
人
ま
で
）
を
記
入
し
左

記
宛
先
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
返
信
表
面
に
申
込
者
の
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
返
信
裏
面
に
は
何
も
記
入

し
な
い
で
下
さ
い
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。
抽
選
結
果
は
返
信
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
宛
先　

９
８
３
‐
８
５
８
０　

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
南
目

館
1
‐
1　

東
北
方
面
総
監
部

広
報
室　

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
係

「心配ごと相談」
       開催日　 8 月 13 日木、27 日木

       時　間　午前 9 時から正午

       場　所　観月台文化センター第 2 和室

       相談員　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　8 月 18 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　中会議室【南側】

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

お
知
ら
せ

8 月の
相談会

　　
　　人口　　  9,719 人　（△ 5）
　　  男　　    4,671 人　（△ 2）
     　 女　         5,048 人　（△ 3）　
　    世帯　  　3,404 世帯（+ 1）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 27 年 5 月 30 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　7 月 16 日、23 日、30 日
　　　　   　　　　 8 月    6 日、13 日、20 日、27 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の
届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
5 月 21 日～ 6 月 20 日受付分

●誕 生 お め で と う ●　

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

原田　涼
す ず は

葉ちゃん
裕希さん　美波さん （ 板 橋 南 ）

▼
応
募
締
切　

8
月
21
日
金
到

着
分
ま
で

☎
０
２
２
‐
２
３
１
‐

１
１
１
１

貝
田
宿
・
夏
ま
つ
り

　

今
年
も
貝
田
宿
で
豊
年
を
願

い
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

8
月
14
日
金
午
後
6

時
（
雨
天
時
は
翌
日
に
延
期
）

▼
場
所　

大
沼
公
園

問
実
行
委
員
会　

阿
部

☎
５
８
５
‐
２
９
４
４

年
金
詐
欺
に
ご
注
意
！

　　

日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、

情
報
の
一
部
が
外
部
に
流
出
し

鈴木　崇
そうすけ

介ちゃん
勝也さん　由実さん （ 川 内 ）

た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ

の
情
報
流
出
に
関
し
て
、
日
本

年
金
機
構
や
年
金
事
務
所
か
ら

お
客
様
に
電
話
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
基
礎
年
金
番
号
の

変
更
に
関
す
る
ご
連
絡
は
、
後

日
、
文
書
で
送
付
し
ま
す
。
ま

た
、
お
客
様
に
お
金
を
要
求
す

る
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
お
願
い
す

る
、
個
人
情
報
を
確
認
す
る
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自

宅
な
ど
に
年
金
機
構
を
名
乗
る

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
迷

わ
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
専
用
電
話
窓
口
０
１
２
０
‐

８
１
８
２
１
１
（
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
9
時
ま
で
）

☎
警
察
相
談
専
用
電
話
♯

９
１
１
０
ま
た
は
最
寄
り
の
警

察
署
ま
で

平
成
27
・
28
年
度
小
規

模
工
事
等
契
約
者
登
録

に
つ
い
て

　

町
が
発
注
す
る
小
規
模
な
建

設
工
事
等
に
つ
い
て
、
町
内
業

者
の
受
注
機
会
を
拡
大
す
る
た

め
、
受
注
・
施
工
を
希
望
す
る

方
の
登
録
受
付
を
行
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
8
月

31
日
ま
で
に
小
規
模
工
事
等
契

約
希
望
者
登
録
申
請
書
に
町
税

等
の
完
納
証
明
書
、
資
格
や
免

許
等
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

を
添
付
し
、
総
務
課
ま
で
提
出

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
総
務
課
財
政
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
４

渡邊テル子さん 86 （ 宮 前 ）
佐々木義藏さん 86 （国見の里）
曵地まつよさん 92 （ 本 町 ）
髙橋　忠男さん 75 （ 山 崎 北 ）
髙橋　德平さん 96 （ 貝 田 ）
阿部　文男さん 79 （ 板 橋 ）
浅野　勇次さん 73 （ 小 坂 ）
野村元次郎さん 70 （ 板 橋 ）
齋藤トヨノさん 91 （ 徳 江 北 ）

五十島　尊
たける

ちゃん
寛朗さん　理恵さん （藤田光陽）

越前　葵
あ お は

葉ちゃん
慧さん　和歌子さん （藤田宮前）

菅野　希
き い こ

衣子ちゃん
謙一さん　響子さん （ 内 谷 西 ）
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行事のお知らせ

笑
顔
で
生
き
生
き
と

　
　
　
　
女
性
教
室

楽
し
く
仲
間
作
り
！

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
頭
脳
ゲ
ー
ム

     
7 月 11 日 土 少年仲間づくり教室

みみずく「おはなし会」
中尊寺蓮育成会主催講演会

12 日 日 県民スポーツ大会東北地域大会
（国見ではソフトテニス競技開催）

14 日 火 子ども移動図書館（2 年生）
16 日 木 子ども移動図書館（1 年生）
17 日 金 成人学級
18 日 土 ジュニア探検隊（～ 19 日）

町民プール開放（～ 8 月 24 日）
19 日 日 町民ハイキング「額取山」
22 日 水 くにみ女性教室

国見っ子わんぱく広場
23 日 木 工芸教室

「ミニチュア古民家づくり」③
25 日 土 町民講座「宮沢賢治を読む」②
27 日 月 少年仲間づくり教室（キャンプ）

（～ 29 日）
30 日 木 ブックスタート

8 月 3 日 月 休館日
6 日 木 国見っ子わんぱく広場

工芸教室
「ミニチュア古民家づくり」④

7 日 金 国見っ子わんぱく広場
成人学級

9 日 日 短期スイミングスクール
（～ 12 日）

　

6
月
17
日
、
く
に
み
女
性
教

室
で
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
を
学
習
し
ま
し
た
。

マ
ル
ベ
リ
ー
こ
お
り
の
皆
川
和

夫
さ
ん
、
佐
藤
淳
未
さ
ん
を
講

師
に
、
体
育
館
で
基
本
練
習
を

行
い
、
そ
の
後
公
園
周
辺
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
体
験
し
ま
し

た
。
先
生
方
か
ら
「
い
い
で
す

ね
。
よ
く
で
き
て
ま
す
よ
。
す

ば
ら
し
い
」
と
、
自
信
に
つ

な
が
る
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
腕
の
振
り
が
大
き
く
な
っ

て
ポ
ー
ル
の
動
き
も
ス
ム
ー
ズ

に
。
笑
顔
で
上
達
で
き
た
学
習

会
で
し
た
。

　

6
月
20
日
、
少
年
仲
間
づ
く

り
教
室
の
第
2
回
が
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
教
室
生

40
人
が
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
『
早
く
友
達
に
な
ろ

う
』
を
テ
ー
マ
に
、
県
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
鈴
木
道
代

さ
ん
を
講
師
に
、
福
島
大
学
の

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
9
人
も
参

加
し
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
ア

ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
」、
頭
脳
ゲ
ー

ム
「
マ
ン
カ
ラ
」
を
行
い
ま
し

た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
ア
ル

テ
ィ
メ
ッ
ト
」は
、フ
リ
ス
ビ
ー

を
投
げ
て
、
相
手
の
陣
地
で
パ

ス
を
と
っ
た
ら
得
点
と
な
る
激

し
い
ゲ
ー
ム
で
、
上
級
生
も
下

級
生
も
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く

試
合
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
「
マ
ン
カ
ラ
」
は
、
自

分
の
陣
地
か
ら
お
は
じ
き
を
な

く
す
る
ゲ
ー
ム
で
、
ど
の
お
は

じ
き
を
移
動
す
れ
ば
勝
て
る
か

を
考
え
る
頭
脳
ゲ
ー
ム
で
す
。

こ
こ
で
は
一
転
し
て
、
つ
い
先

ほ
ど
ま
で
体
を
動
か
し
て
い
た

わ
ん
ぱ
く
な
子
ど
も
達
も
、
真

剣
に
作
戦
を
練
っ
て
い
ま
し

た
。　

   

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
子
ど
も

達
は
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

次の一手は…ここだ !

軽やかに歩けました 

有
意
義
な
研
修
旅
行

　
　
　
　

に
な
り
ま
し
た
！

阿
津
賀
志
学
級

　

6
月
9
日
、
阿
津
賀
志
学
級

の
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
し

た
。
白
河
方
面
で
小
峰
城
、
フ

ラ
ワ
ー
ワ
ー
ル
ド
、
県
文
化
財

セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ん
を
見
学
し

ま
し
た
。
生
憎
の
雨
で
傘
を
さ

し
て
の
見
学
で
し
た
が
、
修
復

さ
れ
た
小
峰
城
の
石
垣
、
咲
き

誇
る
ル
ピ
ナ
ス
や
ゴ
デ
チ
ャ
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
雨
も
上
が
り
、
室

内
の
展
示
だ
け
で
な
く
、
野
外

の
建
造
物
も
見
学
で
き
、
有
意

義
な
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

夏休みだ！ ‐ 町民プール♪
◆期間　7 月 18 日土から 8 月 24 日月
◆時間　①午前 9 時 30 分から午前 11 時 30 分
　　　　②午後 1 時から午後 3 時
　　　　③午後 3 時 30 分から午後 5 時 30 分
◆料金　（1 人 1 回 2 時間以内の利用につき）　

※ご利用の場合、事前に営業しているかお確かめの
　うえ、上野台体育館にある自動券売機で、使用券　
　をお買い求めください。なお、小学生などの保護
　者の付添いの場合でも、使用券が必要となります。

◆ 問い合わせ　生涯学習課　　　☎ 585-2676
　　　　　　　 上野台運動公園　☎ 585-5370区分　　　　　　　　大人 高校生 中学生以下　　未就学児

使用料　　　　　　　　　　150 円 100 円 30 円 無料

健闘を称えて
町長杯スポーツ大会表彰式
　6 月 9 日、観月台文化センターで平成 27 年度町長
杯スポーツ大会の表彰式が行われ、町長より入賞者
へ優勝杯・賞状が授与されました。
　成績は次のとおりです。　　

種目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優勝 準優勝 第三位

ソフトボール ピーチーズ　 夕陽クラブ

ＧＥＴ ´ Ｓ
ソフト
クラブ

・アンダーグ
ラウンド

家庭バレーボール スピリッツ コスモス
クラブ ―

グラウンドゴルフ
菊地　智　

※ダイヤモ
ンド記録

山田世紀子 谷津　佳子

テニス 福地　浩司
樋口　千春

木村　淳一
鈴木　和美

菊地　慎一
菊地さかえ

軟式野球　　　　国見町役場 スーパー
スターズ ―

バウンドテニス　　　　　　　　　　　鈴木　孝雄
徳江恵美子

大村　明裕
安孫子ツグ

吉田　育子
鴫原アキイ

卓
球　　　　　　　　　　　一般の部 栗原　大輔

田部井　悟
佐藤　寛紀
八巻　吉貴

安齋多美子
鈴木のり子

　　

柔

道　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

学生の部 佐藤　美帆
遠藤萌々子

小早川春菜
須藤　麗茄

佐藤　雪音
木村　優花

団体戦　 紅チーム ― ―
女子の部　　　村上　奈加 國分　陽生 藤山　紗良

中学生
男子の部 渡辺　拓陽 瀬野　　翼 吉田　響梧

剣

道　　　　　　　　　

団体戦 奥州チーム ― 　―
中学生の部 高橋　光輝 菅野菜津美 菊地　拓実

小学生
高学年の部 佐藤　陽生　 志村　尚哉 佐藤　大斗

小学生
低学年の部 後藤　　絢 加藤　大悟 朝内　希美

　
　『中尊寺蓮』絵画コンクール 

　　阿津賀志山防塁に咲く美しい蓮を描いて、
　コンクールに応募しませんか。
 

〈応募作品規定〉 
・画材自由 
・大きさは四つ切り
    画用紙 (39 × 54㎝ ) 

〈締め切り〉 
　8 月 28 日金 

〈申し込み・問い合わせ〉 
　生涯学習課　☎ 585-2676 
　国見町中尊寺育成会 ( 主催 )　☎ 585-1112

募集

勉強になります 

入賞者のみなさん 

27 26



〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

放送日 放　送　内　容

7/17 国見を盛り上げたい！！

放送日 放　送　内　容

7/24 待ってました♪♪

7/31 夏の訪れを告げる…パート 1

8/7 夏の訪れを告げる…パート 2

今年も阿津賀志山防塁下二重堀
地区近くの蓮池で中尊寺ハスが
咲き始めました。800 年の時を
経て国見町で咲いていると思う
と感慨深いものがあります。
今年は例年より開花が早いそう
です。お早めにご覧ください。
 （Y.Y）

あ と が き

くにみ
カレンダー

7月
日 月 火 水 木 金 土

10 11
・広報くにみ
7月号発行日
・いきいきサロン
第8・第9
（午後1時半～）

・中尊寺蓮育成会
主催講演会
・少年仲間づくり
教室

12 13 14 15 16 17 18
・県民スポーツ大
会東北地域大会
（ソフトテニス）

・いきいきサロン
泉田下（午前10時～）
山崎（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン
第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・いきいきサロン
第2（午後1時半～）

・くにみ幼稚園・国
見小学校・県北
中学校終業式
・成人学級
・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・町民プール開放
（～8月24日まで）
・国見・平泉ジュ
ニア探検隊
（～19日まで）

19 20 21 22 23 24 25
・ママまつりIN国見
・町民ハイキング
「額取山」

海の日 ・障がい者相談
・いきいきサロン
徳北（午後1時半～）

・くにみ女性教室
・国見っ子わんぱ
く広場

・心配ごと相談
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・いきいきサロン
泉田中（午後1時半～）

・いきいきサロン
光明寺（午後1時半～）

・くにみ市場

26 27 28 29 30 31 8/1
・くにみ市場 ・少年仲間づくり教室

キャンプ（～29日まで）
・いきいきサロン
板橋（午前10時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・乳幼児健診
3・9か月
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・いきいきサロン
大枝（午前10時～）

・税金等納期限
固定資産税
国民健康保険税
介護保険料
・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）

8/2 8/3 8/4 8/5 8/6 8/7 8/8
・観月台文化セン
ター休館日

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン
太田川（午後1時半～）

・国見っ子わんぱ
く広場
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・いきいきサロン
耕谷（午前10時～）
塚野目（午後1時半～）

・成人学級
・国見っ子わんぱ
く広場
・広報くにみ
8月号発行
・いきいきサロン
第8・第9
（午後1時半～）

・国見まるごと再
発見（夏祭り）


